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はやぶさ探査機による小惑星イトカワの観測結果概要

Summary of Observational Results on Asteroid Itokawa Obtained by Hayabusa Space-
craft

#はやぶさサイエンスチーム藤原　顕 [1]
# Akira Fujiwara HAYABUSA Sceince Team[1]

[1] -
[1] -

小惑星サンプルリターン探査機はやぶさは 2003年 5月にM5-5号機により打ち上げられた工学実験探査機である．イ
オンエンジンを連続的に稼動させ続けながら，地球スイングバイを経て，9月 12日，地球型小惑星イトカワの近傍 20ｋ
ｍのところに到着し，さらに 9月 30日には 7kmのところに到達した．10月 8－ 28日にはイトカワの近辺を，高度を
下げたり，太陽との位相角の異なる位置に移動しながら観測を行なった．さらに 10月 20日と 26日にはタッチダウンを
行った．探査機には多色フィルター付きイメージングカメラ，近赤外分光器，X 線スペクトロメーターが搭載されてい
た．これらの観測機器はすべて正常に動作し，多くのデータを取得した．本報告では，はやぶさ　の観測によってイト
カワについて得られた知見について，概要を簡単に述べる．
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